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飾ったのが、右のよう 満州国のプロパガンダポスターである。有史以来、様々な恩恵を 本 もたらした儒教ではあるが、近代においては満州国への翼賛という一幕もまた事実 してあった、と言 のである（本書
p.2 ） 。
本学術雑誌を毎号手にする方々の中には、著者と面識のある方も少なからず居られようが そうではない方のため 、こ







































































儒教の影響は王朝内部に概ね留まり、また、政治体制へのそ 影響は大陸・半島と比べ 場合に限定的であった。それゆえ、律令制の衰退と共に、その影響力は一時的 退縮した、と説く。また、中世に儒教を担った禅僧（五山僧）の社会的かつ文化的な寄与により、次代の近世に儒教が日本に広く影響を及ぼす素地 形成された、と述べている。「二
　
宗教としての儒教」で 、近世における儒教の展開について、十七世紀に活躍した林羅山・熊沢蕃山・山崎闇斎・
荻生徂徠などによる儒教 実践を巡る言説を追って叙述する。各人の儒説に差異はあるにせよ、当初学習し 朱子学の世界観を、日本社会の実情に応じて 可能なも へと変容したと う点で、これらは通じており、宋明理学への批判 満ちた徂徠学もまた、近世日本の社会事情への応答であっ 、 述べてい「三
　
公共圏としての儒教」では、近世における儒教の文化・政治へ 浸潤を、儒教を媒介とした公共圏の形成に注目し









西洋近代の政治思想とその制度が儒教を介して如何に理解されたのかを考察している。維新期の啓蒙思想家 ついて 近世日本儒教が構築し 世界観からの影響が多く見られ、その特色によって西洋政治思想は読み替えられ、彼らはそれを自家薬籠中の物へと馴致した。そして、十九世紀末から二十世紀初頭の日本の資本主義思想及び社会主義思想にもまた、儒教からの影響が見られることを指摘され いる。その一方で、儒教の制度と実践 そ も は姿を消してい た、と論じ いる。「六
　
ファシズムとしての儒教」では、十九世紀末から二十世紀前半までの儒教 役割を論じている。明治期の欧化に
よって、一度は公的機関から姿 消した儒教は、日本 対外膨張に伴って再びクローズアップされ 。第一次大戦による西洋の動揺により、斯文会を始めとする儒教関連協会が設立、 九三〇年代 中国大陸侵略に際して 、諸協会はそれを儒教的王道 実践として捉え、他の宗 団体と共に帝国主義へ 賛意を示していく。やが 彼ら 満州国を儒教の理想の具現として支持した、 説いている。こ は本書評の冒頭で触れた通りである。また、この論 、満州事変後の華北侵略 おいても援用された。なお 第二次大戦後、儒教は旧植民地 占領地 政治に影響を残す一方、日本 おい は、そ はファシズムに加担したも とし 忘却されていった、 述べている。「七
　
禁忌としての儒教」では、敗戦によって日本社会 表層から姿を消した儒教の行方を追跡している。戦後日本の儒
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間に頻繁な交流があったことであろうことは、評者の想像に難くない。それを踏まえた上で、儒教が今日のアカデミズムの場で静かに流れている、と説いているからである。もし、機会がある らば、著者本人にこの点を立ち入って伺ってみたい所である。本書冒頭で述べられて るように、 の通史叙述では、儒教が過去の遺構とし ではなく 今も東アジアの政治に脈打つものとして捉えられている。今の日本 おいて、儒教に最も近しい距離にあるのは、儒教研究者であろう。研究への従事と教義へ コミットは別物、評者自身は長らくそのように考えていた 、儒教の研究と自らの生に随伴する問題とが如何に関わるのか、現在までの通史を叙述する本書の通読は、このことを一度立ち止まって考える契機となった。
このように、各論に凝らされた趣向を見つけることは可能で、事情を知る者にとって、それらは確かに面白い。だが、本
書は日本の儒学者の教説を掘り下げ 探究することを目的 して書かれた ではなく 全体として 概説書ゆえの淡泊さがどうしてもある。こ ため、日本思想史を、あ いは、日 漢学を専攻し、既 それ りの見識をお持ちの方であれば、読後に物足りなさを覚えるかもしれない だが、評者が思うに、 もう一つ 重要な意義がここにはある
近年、日本の大学においても 日本思想関連科目の英語での講義・演習を求められることが増えてきた。 の背景にある
役所と大学の事情はさ 置くとしても、日本の思想文化に興味 持つ留学生に、その大 な 魅力 伝えるための重要な機会であることは間違いない。そ 際 、外国語 書かれた適切 水準の概説書に困る、という類 話を屢々耳にすることがある。海外で流布する日本儒教概説書に評 は通じていない め それら 質 ま一々論断する とは き が、 書については、概説書でありながらも当今 日本思想史研究 目配せ 余念 なく 研究水準 十分に耐え得る内容を備えている、という印象を読後に受けた。 し、参考文献を問われる機会があるならば、評者は安心して を挙げ であろ






学生・院生に、ぜひ一読を薦めたい パラモア氏の語りには衒 が 、儒教と日本社会との関係を学ぶため 格好の一書であり、各自の学問に間違いなく奥行きが生まれることが併せ 期待できるからである。この魅力ある書物が、本邦においてより多くの読者を獲得し、彼らの知の涵養に資するためにも、著者の意を十分に汲んだ良き邦訳の登場が待たれて らない。K
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